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事業名:

大学間連携による光・赤外線天文学研究教育拠点の
ネットワーク構築－最先端天文学課題の解決に向けた大
学間連携共同研究－

Optical and Infrared Synergetic Telescopes for 
Education and Research (OISTER)

計画期間・予算規模

 平成23年度から平成26年度 (6年間): 3年半が経過

 ~100 M→ ~70M yen/yr (人員雇用、各機関運用・開発
費に充当)



 観測所15箇所・光赤外線望遠鏡16台
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 協議会 (2回/yr)

各大学・機関の責任者．予算案や大枠の方針の協議．

 観測運営企画委員会 (~回/2ヶ月+随時)

各大学・機関から1名選出. 観測方針の策定・環境整
備・指揮．
黒田大介※ (国立天文台)(代表), 秋田谷洋※ (広島大学), 大朝由美子(埼玉大学),
永山貴宏 (鹿児島大学), 高橋隼(兵庫県立大学), 斉藤嘉彦※ (東京工業大学),村
田勝寛※ (名古屋大学), 野上大作(京都大学), 諸隈智貴(東京大学), 渡辺誠※ (北
海道大学) ※印は本事業経費での雇用

 連携大学・協力機関のスタッフ・学生

観測提案・遂行・解析・成果とりまとめ

 学長・総長間で正式調印
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観測PI
(事前に観
測提案・
承認)

突発天体

観測指示



 観測PIが各観測所の最新の天候・機器状況を常に把握

それに応じて、

 各観測所の役割分担(波長帯・観測モードなど)を決定し、
迅速かつ的確な観測指示を送る
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 OISTER観測企画運営委員会「環境整備班」

 多地点連携観測を円滑に遂行するための環境・機器の整
備

1. 望遠鏡・観測装置最新状況一覧WWW ページの作成・運
用

2. 観測補助情報の整備 (観測所連絡先一覧、望遠鏡指向可
能高度一覧など)

3. スカイモニターの追加配備
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 XHTML1.0+CGI(Ruby)
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Web上のフォーム
から情報を記入・

修正可能



 観測PIが、観測に使用可能な望遠鏡・観測装置を把握。
迅速かつ的確な観測指示に活用

 更新が観測所代表者の自主性に任されており、滞りがち
になることがある。

常に最新の情報を維持するための定期的な注意喚起が必要
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 望遠鏡・装置状況一覧Ｗ
ＷＷページ

 環境補助情報の整備

 スカイモニタの追加配備
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